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!i…:音子1.子宝;茎茎空室:'撞 き貫主 きII一

第5s1管りよだ民市良ヨ長昭和.1年'"1日"ゆ

E

E

E

:

?

'

j

t

Z

7

2

高

Z
2
2
2
を
慢
し
た
喜
受
理

3
:ー
と
-

E

B

i

f

f

-

F

i

i

主

化
の
土
に
花
開
も
た
も
の
と
宮
え
ま
す
・
羽
花
に
住
む
弘
た
ら
a

2

7

7

J

z
t
k
R
品
Z
L
w
'
Y
S
〈

の

i

k

t

t

t

t

t

2

2

2

1

1

;

長

官

在

君

主

役
割

e
b
の
槌
を
ま
求
現
代
位
釘
凶
町
る
-s
邑
揮
を
m
a
ヲ
息
吹
舎

に
b
h
Z
に
ほ
主
z
t
で
を
も
E
t
:
い
う
壮

大
危
依
み

、KL0
・
'
J
b
p
，
s
-
v
樗
』
a
き
た
る
六
十
三
隼
伺
月

開
催
に
E
T
i
s
-
を
ま
t

s

t

危
ら
ン
a
w
'
'
v
p
・
・
舎
で
は
仰
曹
の
弗
上
晴
氏
に
悔
-E

A
曹
の
‘
.
d
y
・
'
'
・
l
・
1
金
a
-
a
・
ニ
の
ゆ
ど
金
蝿
腿
聞
の
-
R
a

t

a

z

し
き
した・

-
の
文
化
勘
定
見
‘
し
g
e
，
.

一
@
'
J
a
w
-
'
'
t
ド
・
の
a
・
・

一
《
色
駆除》

・
ニ
ニ
で
は
N
H
K

一
が
『
シ
A
W
'
・
1
ぜ
こ
の
取
"

市
?
に
v
・
7
樽
で
発
見
し
た

7yヲ
.，

n
a
胃
』
危
ど

が
E
で
掴
め
て
i
m

-e
れ
azす
‘

⑨飽
・・・
・樗
覧
会
を
a
m
L〈
寧

ぞ
か
危
も
の
広
ず
る
危
あ
淘

内

外

2

2

2

7

E

L
e
す
・

⑥
そ
の
他
・
シル
タ
'

P
奮
闘

めMRa比例ンザ
l
ル
や
ト
V
A
ト

，γもで
'Laす
，

!
君
f
?
j
fl
:

1l
飛;火41
野

Tl
 

童
!

E

2

安

1ずFが

tに量鍋型L
 

2

t

工

，
t酬
1
L
V
4
め
E

E
駒
型L

E
ち7
，
:
ゾ
了l
γ
=で

t

z

z

z

2

、

T

ヰ
1
t
l
レ
ド
4
の
2司幽量芯量鱒

Z
高
闘
し
子
ど
も
た
t

:
i
;す〈

i
z
の
P
L
E
-
-

主
も
の
が
守
t
t
t

;

;

噂

担
保体
7

z

i

f

t

i

 

《
し
ん
き
ろ
う
】
な
ど
が
体
険

41
プサ
ロ
げ
に
井
上
靖
氏

漬
出
、
企
画
、
股
断
、
運
営
体
制
発
足

四

つ
の
ゾ

l
ン
に
分
け

「
k
ら
シ
ル
'
'
t
v
-司《シ

ル
タ
'
t
v
u
v
』
ほ
*
a
-
m百

年

Z
S
九
十
周
Z
E

し
て
昭
刷
穴+ヨ一
一↑eRn--t

凶
日
，
十
月
二
十
三
日
に
脅
県
-
m

z
e
N
H
K
の
典
型

s'
・
R
公
・
-
帝
を
ゆ
'
u
b
L
て
行

ι
n
れ
る
4
4
y
t
F
t
・
'
l
，ほ

『
U
R
-
-
の
美
知
と
・
マ
γ
』

-T

d
7
'
l
噌
と
し
て
『
文
化
命
働
指

[

-

E

z

-

-

E

 

一
&
れあ
い
企
安
翼
@
J
l
，

一
民
肢
の
ゐ
企
康史
』
「
領
L
i
‘
a

T

.
，
岡
野

-
a
の
A
a
m
し
る
べ
b
濃
の
て
』
t

a鉱鳴Mmim
-
T
イ
ペ
リ
，
p
iρ
d
'
一
・
定
し
て
i
‘
，
す
@

ル
伽
ゆ
と
を
a
L
て
シ
ル
，
E
-
今
凪
陶
・
思
金
a
・
合
的
向
債

'の，
、
ら
し
・
守
支
化
に
織れる一
--幽

I

金
輔
曾
U
M
濁
emAramph

と
め
で
舎
ゐ
ゾ
ν
で
す
e

一
関
ず
る
風
俗
暢
m
h
保
安
・
M
R
凋
の
プ

@
金
穣
鎗
・
支
明
m
w
受
憶
と
ー
、
，
一
-
e
'
・
t
-
A
L
宮
a
当
ず
る
『
れ
偽
札
。

壮
大
俗
u
p
'
'
を
果
た
し
た
人
-
v
h
'
'
t
v
暢
プ
'
d
7
・

閣
の
英
知
念
写
ぶ
た
め
復
一
ザ
ル
静
観
』
a
n
発
足
L
g
L
た
・

食
。
住
や
通
信
贋
嘆
危
ど
の

一
，
ず
.
舎
プ
'
e
L

φ

童

書

却

に

1

1
1
1
に
は
「
2

1

E

二
草

⑥
文
物
展
im
a
-
-
h
y
a
w
'
'

品

目

固

か

ら

a

z

る
司
録
文
衡
を
易
立
後
衛
・
1

1

i

:

2

 

・
:
京
大
身
語
調
書
閉

会
"
に
歯
周
が
し
ま
す
・

⑥
そ
の
他
・
A
宅
島
.
，
y
-
P
危
ど

g

a

i

t

L
 

i、喰附づ〈avb宮村、宝ぜ一-

夢
と
ロ

ン
を
軸
に
展
開

へ

マ

J
I
ν
2・
1
E園
2

2

空
L
E
L
--

分
か
れ
て
‘
e
z
す
・
一
@
・
合
繊
内
所
・
A
，
‘
全
体
側

i
l
l
l
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
迎
。
情
組
事
偽
名
迫
治
測
の
崎
市

一
・
・
L
舞
且
@
ゾ
ー
ン

一

・
な
ど
を
集
中
惇
珊
L
人
a
-

i

;

1・

主
と
L
て
峰
金
の
ふ
草
創
陶
M
m
一
⑧
・
7
1
噌
飽
'
h
y
b
p
E
t
u
p
の

に
よ
る
，
g
・
4
1
γ
と
し
て
管
魚
体
4
'
f
H
V
を
h
か
り
且
.

2

れ

て

お

'

z

t

t

v

〈

観

し

品

a

t

-

-

i

z

i

E

2

2

2

と

関

心

a
e
、
人
・
の
V
4
w
'
'
I
M
F
に
創
価
開
e
e
b
宮
盛
り
あ
げ
主
サ
・

"
す
る
a
Z
ν
』
2
噌
ど
を
峨
に
命
遥
t
a
m
-
M
本
文
化
の
a
m
値
置
と

した民
舗
を
す
る
4
'
Y
で
寸
・一

し
て
の
「
機
宏
文
化
』
に
-
A
4

』』は
樗
-
R
舎
の
室
岡
B
A
'
一
，
‘
F
を
あ
て
危
が
ら
u
t・
文化

.
全
体
の
愉
.
の
縄
供
・
ア
マ
一
世
考
え
る
と
岡
崎
広
衆
薬
文

の
優
一
事
一
医
文
・
の
長
雪
原
と
一
化
の
在
り
方
危
ど
を
健
曾
L
，

来
・
・
・
を
一
舞
に
タ
4
b
'
・
5irp
-

す
・

Z

E

s

f

i

F

Z

Z

で

i

i

t

L

U

E

S

‘

1

・

j

L

E

f

t

i

s

t

-

i

z

 

P
2
1
・
2
に
t
t
t
t
匝
し
で
は
弘

、
で
L
a
'

知し

も，

eA今 t

i:ti 
で企".
E i i1 
i!i!i! 
L ‘ '考偽

五品EをAT
さ*' . ~弘.. ， 

の
F
E
E
を
舞
台
に
し
た

E
Z
受
4
援
で
国
際
的
W
U聞も高、

Z
Z
上
鳴
き
ん
が
そ
L
て

普
1
f
1
7
2
に
u

p

i

-

も

あ

る

農

園
凧
陽
台
館
館

ZRの凶
U
随
脹
さ
ん

2

2

h

s

e

t

t

 

t
?
と
を
創
作
し
た
夜

開

2
5
3
2
-

i

a

i

t

-

-

で
i

t

.，
J
4
h
p
'
ド
曹
険
・
《
信
体
v

a
-
q
E
置
す
る
1
2

配
ー
~
や
守
ル
ヨ
ポ
固
め
盛

ι
何
也
に
現
わ
れ
る
さ
-
z
g
a
z
の

妖
怪
《
ょ
う
a
n
‘
》
化
"
・
・

曾
爾
*
作
曲
眠
L
e
f
・

-
U
'
a
聞
の
a
E
戸
保
体
V
E
-
-
e

出
z

s

t

4

マ
ス
ヨ
タ
ト

・
キ

2

7
ク
タ
1
募
集

「
伝
t
o
h
v
'
'
'
'
u
p
-
-

t

;

f

j

 

;

t

:

f

E

T

 

9
民
Z
L
g
t

z

i

b

-
-
4

7

 

1
d
I

g

t

，
長
人

的
ア
ι
，
b
で
観
し
み
企
ア

ピ
ー
ル
カ
の
あ
る
-
w
-
v
'
'
'

1・

u

f

i

i

e
-
7
リ
，
，
a
一
伎
に
-
m
-
盆

f

t

白
事

i

i

z

s

z

 

v貧
・
a
m優
秀
賞

VA
《
賃
金

一

i

f

-

-

4

陸

R
V
佳
作
貧
三
二
人
《
岡
孟
方

阿
倍

a》

マ
発褒
・
+
月
上

;

i

z

ほ

か
Z
I
寸

E

t

i

-
-
v
i

-

-

'
ジ
ア
ル
で
米
先
衰
の
も
の
-

i

i

u

f

 

Z

L

、

t

a

S

L

童ぜん
・

----作品の受
凶
町
村
け
は
盛
大

路
町
葎

-R
-
m
庄
内
財
団
隣
人
な

?

z

t

t

占
E

Z

Z
ヲ
b
募
集
編
《
・・
@
ニ
恒
三

-av

・

-
p

i

f

l

d

 

F

字

以

竃

.

1

i

2

4

t

 

'
"
を
仙
m
a
し
て
‘
ら
'
J
y
，

y・遺mM開・・の・・
9

祢
常
広
，
屋

倒

m
L
て
む
ら
A
，
た
的
圃
軍
服
忽
ど

に
よ
る
往
時
の
守
d
m
K
L
n
p
b
・

聞
が
考
え
ら
れ
て
L
-
z
r
r

'i 
そ
し
て
き
ら
に
'
'
ド
劃
当

めプ-w
dy皐
』

-
v
t
L
と
L
て
神

健
闘
眠
a-m，憾
で
政
府
脳
騨
海
上

値
観
ア
タ
ア
ボ
M
，
A
の
咽
ザ
闘
-
Z
E

--↓
t

t

E

壁

土
Z

Z

ま

骨

量

さ

んか

E
3
・2
の
プ
'

S7・
E

'

ーと
し
て
H
U
A
勾
闘
の

=
:
'
5
1
4
2
・

t

i

t

s

s

b

 

e
・
'
γ
，
M
'
t
-
，
M
'
t
d
A
「
シ

ー
:
1
4
a討
R
る

彼 氏

「女
化
と
隊
血関
L
ぃ
‘
の

よ

だ
」
と
"
。
て
。
ら
お
う

• 



差
別
を
な
-
す
iE
艮
啓
発

一LD二十
r中
書
iL出
rJ
尊
の■▲
rt
tJdんt.

■JLEt

●■●C■●
LL.

●r

■

■■■
▲
■

■)
_t■tL･･ヽ
･-_■I;.rJl
tL

L
'

,._■IirI_し
■■L
...
...
一
■
.-.1
-I-
･I
...■■
-､
､-■I一1..

■暮

の

I

I,▲一
言

t

tlL･rJi
･

iJ･>丁もととlLL･と-にづ
rk和知1
tXS:,茶■

BiJ
TQ･rわたと
･呈
,
その
先の■～主
力に11･

で▲三
十｡

･Vして･■ttなくすiJめ
1,eことJ,暮点‖■上して_
d▲行き<
l毒
Cま

にせ
.J.J宅
ポしいII吉
光
<はなり1tん.

I
;i:7,:‥‥り::

"
..=

'吊

車
十

J
.

≠:I.:.:;.;;I::.::

F聞
1l
l
t
i.鳳

TtyIC†'ft
▲lJ
r
_
L

JHb(_TIpJr,
-
▲●1-■･L.JL_(_

lL.■'C
L■i.4'.(
tCt■_･三.-
1I_巾L.
_C4●■･▲t.I▼

■J_F'
.

､t.AEE>
JL
.F4'_+巾▼■_H1-
p'r.I._■･JZlt
■

一わる杓■･Uして､Ft上
丘からl
人JfJlすすdZFの
巾FIIの■tq≠r山★CL

甘力A･もって■暮しなけ<
F■〆
◆吐Ji+1(存在し
■

上してt
けと
<
ら一･人
_

t-ならない｡

てJNYJと一'かカ
▲JIl十.t
■tL
<ら叶もq■JrL..-

･･
(

■tt4..1.I-.

･･__J
･t___

_▲I
,.,.___●L･t.4'rt

書

冊でほ
.<ちゆる暮
JtL
その内書も辛
､■t
JIEt■し')=丘にたすき,Cも

JE-･･
寸-r
-
.tC
t

†bIf_▲至
.･白■.
_､■'-[■一
■▲(.一

A(■へ■IF.I.-
--II
'
.

･･
■rLtLLL_▲_
(_■JA●■■■
JI■し

王の土Jt{JLJ,回り､■&JZ
iでにはNLIPてJJN一ん.

て'古尺ぐるptで_ゥ止んで

■■t.(.I,J
tr__
▲▼･.･
'_fJ■Jr+
E
..･

_■･〓■lI･4吋も

.,C1
∴
■■
■●▲▲･,f
ttl_tJ_J;_I__｢▲
●r<J_I_t
T._J,..

A
/｢ノ
雪

ゆ
る

差
別
を

な
-
す
ま
ち
づ
く
り
を

書
▲
稚
暮

酉

田

柴

三

そ
]
:

…‖:･;‥‥:

::
i;

;;:
.I:
:;
;
い

‥:
;
･
:

;:..

･,A
rth]JIf/lP=_(_I-tlr寸も･rt;■一tJIてt_
t

叫
た-
-
に-
r-2̂
Jの壬
蒜
･J山て･三
三
き
.I
tJ.

で

tCSf･
ZTh
一JEC

I.

.一JtL.･L}■Jl
▼8.7

1書か▲サ
JE▲C内書十It

ペるt
t

dZJI_fた,七一iJウ

J'▲･.(.■1
_JC･

'イハシーJ･〇とくdlすこと

に一t.ゥ
匹く人tOZZ■上し

て子_てJ■たくてはなゥf

+i.■_■Jt_+...-(
<jt

4
■

■
_L7,Tp-I.･
IlLE

JI書んだ｢★ttr▲｣は暮書け

qT
で<ゥ.竹に事人C人生

Jl左
も丁もヽ
柄書LJ⊥b
r_

lILf,e+人斗▲JJLtくすこ

AJ.1
-･pI
L.__..■I

Ia
a
f
&

‖▲Ct丘t･比JEC,

わ<

1Z;_■り
■t■ten
的

■■.__Cnd

L■■tH_IE

･●■C4■●●

･■■Cn■

■･t
E_■■Ztfr二

JJ

qでさるとき<ら<て

.

.I

-一■L･rJ.JA
C_J'

t

il■らし
ま,IN..
く

iJめ

CJE別で
.J九J･岡M
M

囚凶

とrqって､JI･す.

I.〇･.I;
_+I_tY■C

G

.I_JE__AJ_J
EI

兼)との■い､●成
文化

■

して,biJiEi■的文化†
iL

■■●C_せれL_.Jl■J_
I-
.

t

■ー･_
I
C

kJ_tJI●

必Jkで十
.

に邑
一tも
て
､NしくrtT

この点かJ)ヰえてi
E
もこと

に▲rて■
AirJJ,,e

ai_Kの札金堂
-任牲
■-
でき

票■Jdすす
めなけ九

EF
性

はカ,>J'+JEしてJbた丘
はたりttん.

I.I.｡.
=
紙

s
J誠

t..,

■tqI
'_-
/rrtL■
1
.I.･■t
__,･<4..

･1

-
1Jt-I.
ft,tG■■
･■■(,､･■●

小

JL/J_'
-

と行月セナ{的にtiけraたわ
んでトーす.

Jl■●
■■●■ILhJ
･･.EE_r
_ILZ■■_

▼E'E
J)I..'trJ_
_一■■●.p■d･,J.J=■∩

I丁
†T●･--.

]_.11Htq■t_
■_●I

(.， 第'"号

発
別
を
な
〈
す
市
民
市
円
発

今
a
E
ui
十
『
奪
首
位
T

t

j

i

 

陶
府
間
風
の
固
守
m
m
-
R
陪
・

存
8
2
a
z
'
同

時

p
h
m
"
す
べ
て
a
n
A
方
に
a

a
h
る
自
t
τ
E
と

里
t

J

1

2

ぽ
忽
ι
ワ色、.

4

1

b

t

l

・

複合尻市では

w
あ
ら
ゆ
る
量

測

1

1

1

・

z

i目

B
A
S

E
Zを

凶

i

z

-

-

i

i

 

z

k

E

Z

t

z

 

フそ
り

j差別をな
よだ

係
-
の
-m

・
JB
取

'mん
で
e
a

し丸、L
a
し
ゐ
Z
S
し
た
悦
.

関AXに伽凶町る同劇間単につー、

z

s

z

t

z

z

 

い
明
る
い
栓
舎
の
鳴
礎
を
“
備
し

危がら
h
人
組
世
銀
す
.
，
"
の

伺
喝
b
A
守
U
M
-
-
〈
W
A
E
L

て
L
る
ニ
企
が
う
か
a
え
ま
t

E
T
A
-
"
Z
が
鶴

舞
し

2

2

も
署

E

化
ず
る
偏
向
a
f
E
E
e

-
m
L
本
当
に
そ
の
u
m
a
震
を
A
る

ま
で
広
は
k
q
て
ー
‘
室
ぜ
ん
・

本

Z

4

2

言

書

官
E

」

著

書

E

Z

。
『
i
i
」
制
定

事
a

A

t

た

E

Z

2
9
1
・Z

I
I
-

協
・
A
腎
よ
り
『
今
後
に
お
げ
る
駒

控除
Z
A
Z
h
z
n

z

f

a

問

1

2

2

1
:
 

一』'Lt副司紋phhM
l、
て
同

和
問
舗
の
m
Z
E
S
S

E
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
人
備

S

T

E

t

z

E

 

〈
し
実
に
不
値
切
な
往
会
の
資
硯

を
H
併
し
、
行
政
に
た
d
y
さ
わ
る

看

a
z
t
E
E
め

2
2
2
2
k
a
m
し

て
、
主
市
民
く
る
み
で
取
り
飢
ん
で

、
〈
怠
歓
と
行
動
を
盛
り
あ
げ
る

啓
発
誌
を

E
的
詰
釣
に

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
ま
ち
づ
く
り
を

商

IU 

栄

「
-
a
別
勘
九
〈
ず
積
田
月
間
』
に
a
n
k
，
ご
・
旬
、
さ
つ
&
巾
し
上
げ
喧
寸
。

同
細
悶
且
の
m
-
R
K
め
ざ
し
て
昭
相
関
'
守

『向島""-m，援合」の符ゆか山田

z
z
Z
Z
E
E
-
h
-
注
目
高
倹
し
て
、
〈
の
は
行
伎

の
R
'
で
あ
'
間
嶋
す
べ
て
の
想
歯
周
&
・
h
M
位
よ
り
権
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ー
、

z

t

L

T

E

t

-

-

宮

市

に

t

5

5

2

t

i

-

-

』
i

s

点
項
目
t
a
a
げ
人
権
a
・
の
高
-
e
測
り
聞
事
問
旭
の
鯛
倹
肉
&
n
ムリて伸ta

t

e

t

a

-

-

h

F

T

組

ん

で

f

i

z

z

;

Z

E

?

の

z

r

a

l

i

t

-

f
品
陶
に
t
E
E
a
E
人
幡
宮
慢
す
2
2
が
t
a
i

t

L

I

E

s

-

t

i園

『
-
M
a
-
w
対
-
m
"
網
術
置
池
町
i
M
が
あ
と
八
今
川
会
9
t
v
期
限
切
れ
と
な
る
こ
の

と

e

s

f

i

l

i

-

-

i

i

z

;

員
2
t
t
J
t
』
の
z
s
i
t
s
-
る
S
B

問
圃
の
解
像
M
現
抜
か
ら
み
て
も
大
a
m
-
-
L
、
と
ζ

ゐです勾

そ
こ
で
単
位
珊
噌
改
・
"
の
物
的
・
R
n
ω
"
で
は
伝
〈
星
測
・
5
視
の
む
鍵
b
g
も

2

4

的

i

S

E

E

R

-

-

i

z

t

箇
重
量
で
あ
り
1
・

奈
良
市
に
a
e
a
z
L
て
も
昨
年
七
月
市
民
民
各
界
各
M
b
t
乃
の
怠
加
を
得
て
「
-
S

E
-
-
m
m
-
a
ぷ
a
L
制
定
昼
寝
園
院
建
面
白
摂
良
市
山
実
h
醤
民
金
が
儲
院
さ
れ
「
徳
標
値
m

a
E
去
一
個
室
蒐
F
i
a
t
p
S
幽
圃
員
u
h
n
I
Z係

E

k

i

-

-、
主
サ
・

そ
L
て
.
，
幽
m
e
九
，
、
す
紅
め

2

・

3

R

i

g

i

供した・
7

術
畠
嶋
崎
町
脅
威
を
し

た

'

z

i
に

T

2

t
:
3
4
し
て
も

まず
・

身
瓜
調
査
を
し
な
い

き

せ

な

い

述

動

一
身
歯
止
士
写

1

2
1
位
置
す
る
色
2
2

K
M
骨
留
の
う
・
り
に
贋
金
ず
る
ニ
&

でその帥制限
r

利
才
的
観
姐
の

な
、
-
m
m
約
段
取
a
L
b
g
ず
る
吋

飽
怜
か
め
り
楓
盆
の
肉
.
，
a
T
R

ベ
る
民
臓
を
知
勺
た
，
止
め
た
今

里
t

E

t

士
宮

，イ'シ
l

生ひと〈aRすこと

に
危
り
広
〈
人
幽
曜
の
悶
且
企
L

て
唇
え
て
、
b
な
〈
て
は
な
り
宮

ぜん・.. 進
議
測
を
U
じ
め
あ
ら
ゆ

る
議
泌
を
危
〈
す
に
U
2
m性

主
主
z
p
u
E
な

E
Z
'
宮
本
完
全

E

L

F

;

a

 

F
i
t
-
-

A

T

E

-

i

 

H
2
2
E
惨
で

わ
れ
剛
院
は

4

2

2

2

 

・M
W
W

幽

mt患の肉胸

・君
主
Z
R

-awn-倉
島
等

-E
E嗣

?
Z
陶
守
備
何
高
?
と

i

i

i

I

 

r
・弘た

a
り
ど
れ
も
a
自
由
に
寧

ぜ
に
き
し
号
ご
く
た
め

め
植
"
で
こ
れ
b
z同
同
阿
川
園

s

f

v

t

 

てお
φ
2

・'

" h 

す
らどbb-wMVzshHのあるtr

t

i

f

f

 

=
i
i〈

ニ

A

t

t

--

-FMUでの闘"-Ra町で人e・館

一』とはこ
入。
t
Z
E
I
-

-2

・

2

f

i

z

z
る

3
2
2げ

る
・

-T
A
2
1
る
力
、

f

i

J

i

 

皇
軍
E
t
-
-
E

1

1

i

i

 

てる・

岡
川
和
刊
M
珂
捕
山
用
協
枇
川
浩
凪

H
L
T
r

し
い
理
解

t
認
識
を

昭和闘
イ
開
年
か
ら
十
年
間

「同副抑制m-Re策"幽創価mR棒』

a
再
E

毒

の

言

語

、

t
j
i

a
h
が
鋤
盛
期
今
飢
鷹
本
で
A
q

の

i
l
l
--

Z
問
『
Z
t
〈
I
』

「悦as'情金ずすめる
」

・

‘

i

E

2

1

 

回廊する」.，

w

t
z
と
し
て

鍾
々
事
実
記
行
わ

れ
て
ー
し
た
・

2
富

E

ez但し伝ければ

た
ら
ぬ
ニ
止
が
少

伝
〈
U
あ
り
ま
せ

ん
泊
-
応
の
威

圃震があうたル息

、-ze-
し
治
し
『
特

別
仕
草
手
る

の
は
量
測
で
は

な
L
E
Z肢

は同
和
浩
ぱ
住
民

民し

iで

はな
I

也
治
』
@

1
0
 

市
民
の
聞
に
・
・
・
械
に
対
す
る
鏑
-
a

maT『ねたみ
』
も
あ
'
そ
の

』

t
f
j

阿
和
問
題
啓
発
活
動
の

推
進
組
織
体
制
の
確

E
t
-
-

i
た
こ
と
か
ら
i

農
の
怠
a
e
開
和
剣
-m
.
.
.
 ，め必

圃
慢
を
孟
し
〈
担
-
m
L
‘
『

1

問符

"-R，.A智
寄
・

2
の
車

amにか

え
'
「
・
a
・
m
-
a
‘
ぷ
旗
』
網

走
の
要
家
を
姐
刀
に
-
a
し
な
泊
り

れ
ば
k
，
a
ぜ
ん
・

正
し
い
雌
史
観
・
職
業
鋭

陶向
i

問
困
層
金
忌
L
〈
a
・
す
る

E

E

E

!

の

a
a
a
L
語
、
E

.寝・・のM，巾XのELー‘.n“ma

量

3
・

こ
の
点
か
ら
宥
え
て
も
闘

和
・
区
の
徒
会
的
‘
位
位
。
d
g
L

弱
憧
ほ
か
η
金
'
測
し
て
き
た
屋

同
加
問
周
監
正
し
〈
房
一
M
m
a
-
-

L

P

i

E

Z

a

 

L
と
行
・
を
令
市
酌
に
広
げ
る
た
め

比
陪
-
a
-
u
-
e
各
周
に
お
ー
‘

て
幅
四
削
除
問
縫
鵠
的
に
層
処
金
値
観

a
r
べ
き
で
あ
'
e
，
.

そ
の
た
め
に
布
院
の
自
+
&
的

a

z

-

-

品

目

a

z
!
?
 

め

S

E

t

i

-

-

-xaの不Lr分権も彦副属する化

め‘

.. ，綱
健
康
b
鋼

a
L・
伝

織
し
て
E
量
的
文
化
ゃ
に

ゐ
峰
。
て
き
た
.
擦
の
社
会
的
価
値

に
2
2
E
A
鰯
ず

る
-
E
E
J
E
E
2

ぞ
台
膚
掬
訴
・
&
す
す
め
ゐ
吋
れ

ば牝嗣
v
・g・ん
・

互
主
量
産
、
E
ら
よ

り
繍
極
的
ゐ
格
発
活
動
に
取
，
組

んで、azす
・

-
z
t
昨
毎
度
企
業
同和
&
宵

-
m
a
協
語
会
も
置
立
さ
れ
行
政
内

i
i
 

t

a

-

a

f

i

-

-sziι 

努めてー‘ます
・

育訓量温研u 金 で真剣に砺.する市民

E
L
τ
h
z
f
』
t

τ
t
A
a
訳出
:

t

例
え
ば
納
a
'
m
T
理
厳
守
そ

の
・
何
a
&
す
る
温
情
A
N
n
a
-
m

‘とか・ー、とか宵AVて「bA喪』

の

M

E

E

t

t

i

--oa町一之'・5Ihの留守に生-zれ

i

!

?

E

e
 

s
t
u
b
z
'
L
4
・

-
a
s
r
-
o
i
 

l

-

-

z

L

S

 

，
a
・
を
，
で
は
危
L
も
の
a
a
，

ー、のです・
-
m
S
筆
到
に
つ
ー
‘
て
脅
え
て
み

て
も
釜
別
を
す
る
原
肉
圏
直
幽

A
L
E
、
寸
置
か
2
4

だ

h
ど
れ
が
R
q
て
L
る
-nらL



部でみるぐ氏市

tつくり<け
二九七

lヽ_I■
JL,_▲且
.I

そ
のたわにi

J
Jf
･T■4

･JJ
lrTJJ
･･J
l▼●

･.■
.1tHJ
こと
;.･.,

と
ほ
っA
ウ汰
{ち<て
_-

千
.と

こ･,11
◆
てi;t
ell

柁
e
IJd〇人αと
&､■■
-

部
店
差
別
の
解
決
へ
正
し
い
理
解
と
協
力
を

4
_
<
▲
4J'l_

{

Z

Jt

I什

r暮
ZEJ

Iなくす■
■月RJ
に<
iJ･!
票
A
LE}
仝
J･代
gt
J
･LJL
f
L

Jr.山1
.-I.
■

_I..1■Ir
t▲▲･

と)
a-も
の山,qJJ
二

･■'lILt4'でt.

こC▲'七
人Z
C

__GJ'
l,'
1J=

iJたtにお
.Jって
Jも

色
･L.LITT_
畠

と書
って
-▲す.

@

･JT
_L
_

L.･･･'JR■_■
■

r
もたCe<汀
で.汁

っし
て持JEktt
y

は
.

y<'

Ee3

回

弟朱があれは
小
F
･六
年

生

わ
た

し
iJJ.六
事
生

の
小
に

J
､じめJy<て

いも一
一
一

人
二人
-1す.

そ
の中
に､
､

じ<ら<
て
､るMさ

ん1..I

L
t=l
Mさんと
i.′'<_ち

'ヽ
(I,
▲
-,rJ
_
(I-,

せんでした.

でも月Idt_去;Lt 妄;'

Etた:三三けh hhfEVtきこ上だ ltんと.1 tJdてつllrlLl: うILて Jlとえtと

月つZ.:萱草 至;Jl

ちか LとL 斥け･1

.し上7･,･r{ytH･

''-した.MqんははすAf,しこケ○_l'へ上･t.叶もとそ･JL,..た人-1▲んJt<J:てく■へつCiI'_ろへさかったりしtした.Mさん_ILILLIA

t▲Mや(

_(J上tt.J㌧:JLJII_r'て-p4人J､人は
むしし
て

-る人
だ
JNって見

て
..る人

J
.-I.
～,I/

J''･･C

Ltd,け
っ亡HP

はN(つてしナ

チ.
bたし

_ェ
は
ら
一
た
ゥ

r_b
-そうじ

千々
,'
な

-
て

らでし
▲う｡
G･わ

た
け

･1.)
と
文●
JIJ

つてやろう
とt

I.JrL
た■
でt.
モ
Ct
t
か
hたし
<け られたり

た
L,カ

れ
た･>したらとうし

▲う｡
J

上
-,心比

と不実
に加
し
っ▲

さ.(てLf
..

+作土
L
Nう

上
してJ
た

ーn■-カ
▼
えなく

jJ'TL
･･1-し
...

7･'J

は
一.Jな
Jて

:
,,･L･.

r..,
こと書

かな
くて-
～

いじ
†な
い.
一円托上

して九

･･r･･.
_
I
-相

J◆-
.

n牙にそうrEJMカ
せ
た

■
t･t
ナTOこと

はと･Oと
ク

でJIJで
iJだ
Jじめられ

て
J

る
のJd見
て
JLJ.J叶

と
Jゥ析

t
に止
ってLJMした｡そ
<

Q

h
Jt
TyT
_
T
･･1
J

Jやでした.
‖さん.I
Jじ

'-'<て
-･'tt)ち
(
_
､

4･だ
ったカbfJr｡
JじSら

れて
､も
り克
て
糾t
でJb

.L.1か
ったn分i
-TL
▲に

Mさ
んを
..じ{て
Jも上,な

Ir_して
.JI1-'L..'1.I.1

Jhです｡
M･.Jんは
Jつも
L
民
J･打

て
任
与上
..▼
+々
t

C中
J･つく

,OたCに.
みんな

で考▲St力
して廿t寸
pOeで

JIhさすにな
いて
-･hす.

E

町
は
モ<
q<t.eく九

･4'

に止
て
1.,L
i.′

｢◆よ
こエヽ
◆
よ
こユヽ

･J4,I/
.i.Il

.1
__亡t.

正
し
▲,
とした一
+<_

､っl
でJbt■んでした.土

d
d充
てi
=rJんt.LLtt

いてな
1.て
-Nした.L

JI也

･･>
pJ.
月
日
カた
ってく与と'Mさ

んJJけ
ったり､

-じ
めた'す

る
り
は

なくな
ってき

たCで

わたし;
少
しす

う去
れて
-

1
･･_.I.
㌣J_

;~I
J■
.

出
し暮したY.

''<ごと
L-た

ちんだら
りさ
んC■だけ
■
■C
▲0
11_
h EJI

r

机
の
作
.･:I,i
i

▲Lt▲T
▼一
･▼

計
lQ
立志十

t__L､-
F.I.

上JI
乎暮
]th

の
た

■

<

▲う
上す古人七
二

qz
の

人

ふよ
上古
と-～t
Jtだ

.

.J

小J>
<tと-
～
C
は

f

t

書ケ
Jeだ'｣ぅてElt,
t

の

･1'
J

JAfL▼､J,-千
.

_紘
.

1.ら..ろなZ!rJ,

■伸■
廿

は十
へて
り析 2

'

が
そ.八で
▲lり女牡

で
t+BL

なけht-なら枚
..湘

比仏書
の

■F
でt.
.-t.▲=J

tt

ltt
_
e
J{

_
･ハ■
.t

り(+EL_lrf
.
_
JこLA

J._
C小

にtt
-1●▲T

だ.や.'七
〇▲山り

も
こと
のでき

I.J▲▲L-■
'
､-)_.

†ナ
くわ
Qされて
しろ■実
力

■
t
-･J.
▲
.●fT]T
l

-
J,itl実Lt=す
るには

ヤけ

り
.支
え廿上
る人叩.せ

つ

-
つていく
Cq
]暮

じ
tJ1

-t㌧
-,tIJ

こハ■
■

∫-JIt,D･Nした｡
この†

-
～_
･tJJ
と引.へt■

tてFJEしてもら～
にはと

▼
_
◆
､JL
.-rt1.

.qJちぽ
ん分
.E=ヮ十十

J.i

ろうと
､っ

ことで
.人文

辛
.
にLtL<P｡

には
子
ともも
大人J

.老人

l
十
へて〇人び
とが人J

O

rt._▼_
_
p'<..(_A

Jdな-L
書抜
でJbめLP<

て

い

も■
り
氏
JtN_
の行A
b

iJつiJ生
IJrつくちなけ<ほ

な

みで部j

市良議

る市民
;
〈
E
Z
Z
F
L
A
t
;
，

L
t
t
E
こ
う
し
た
前
f
E
2
E
E
に
と
a
s
r

z
f
'
l
t

t

闘
世
君
-
l
a
m
-
〈
り
あ
げ
一
主

;

1

1

i

-

t
げ
る
な
ら
ば
i
z
i

i
t
r
i
t
i
s
-
し
そ
そ
の
た
め
に
も

E
S
i
見
解
鍋
M
E
"
の
ご
a
E
R
L
弘
t
k
g

g
Z
T
:
s
a
t
t
占
ご
f
z
F
E
-
-

部
落
並
別
の
桝
決
へ

正
し
い
理
解
と
協
力
を

i

i

 

西

11 

ギ

イド

『宰粛
を
な
〈
ず
強
調
月
間
』
仏あ
た
り
奈
良市議
舎を代
a
kたLま
して

4

2
っ

T
あげ

1
・

市
民
の
告
さ
ま
院
は
同
和
問
砲
の
早
期
解
除
肉
食
め
乎
鶏
ご
用
"
と
ご
陥
M傘

、
た
R
E
o
-
F
i
z
z
-
L
3
1

畠申しあげる
輩
で
も
弘
〈
岡
利
問
・
は
人
-m-w湿
の剛圃唱である人聞の白

;

i

I

問

題

t

f

i

e

-

E

2

6

i

悶恩でae'a・
r・

「

Z

1

4

8

5

;

M

i

a

s

m

a

-
慌
の
た
め
W
さ

ι

象
方
の
定
し
、
m
m
と
-
n
の
も
&
に
入
歯
槽
忽
忽
の
-
R
A
a
-
m
e

:

i

i

i

ペ

て

3

1

F
E

E

S
e
ta

t
s
z
z
T
4
4
f
i
・

t

t

i

f

i

s

=

t

i

a

z

j

 

いも
e
s
t
-
A
ま
L
3
き
し
て
ど
f
Z
F
E
-
-

一
作
一
一
文
一

i

!

 

勇
気
が
あ
れ
ば

小
学
宍
年
生

h
にしたも六・平生。
巾即位

‘
、
じ
2
れ
て
‘
?
主

人
ニー人‘
ます
・
そ
の
ゆ
に
、

じ
め
ら
れ
て
‘
a
f
t
'

しえ

M
E
と
7
1
8
%

が'の
で
a
es
'
し
@
ベ
9
・z

z
t
た
-
z

a

t

;
干
さ
た
の
で

M

さ
ん
の
ζ
と
は
畑
。
て
もま
し

た-
M
さ
ん
は
M
n
a
旬
礼
の
と

5

7

J

t

f

:

 

ほ

E
な
‘
て
、
.a
L九、

「お
れ
お
a
z
えの
繍な
んか

い
ら
ん
b
・
t
と
飼
っ
め
ゐ

も』『，hmhaだ
吻
て
‘
ら
ん
わ
・
ぉ

1

3
よ

J

t
i
'
同
一
ミ
ー
し

た・
する
LC

昭和"年7月1日

'" 

「M
-zえ
が
も
雪
之
む
こ
う
へ

行け・

J

と

M
S
んの
M
是

e
W
0
・め
az

した
・
M
S
んは

は
ず
A
でむ

E
Z
，
2
3
t
を

こ
に
i
、
化
人
は
み
ん
危
ゐ
わ
て

て
・
へ
つ
め
た
a
ヲ
機
ゐ
ヘ
与
が

。たりし
捜
し
'E
M
さんは

i

i

i

l

'

 

t
?
-
2空
気
モ

て
ー、る人
ι
也
、
れ
ば
h
u
L
L
て

、
る
人
2
3
見
t

t

d
t
a
t
も・ちるん
Mき
んの

足を凶ηqたHmは'R
AVて、az

す
a
わた
し
隠
は
らbたムヲ

て

「an
b
l、そ9じ守なー‘
.
俗

、てるでし
a
う
-
e
め
た
げ

よ
A
M

』

と

Z

S

2

2

1
尼

V
し
た
わ
t
z
Z
か

の
i
で
で
て
き
た
と
@

f
s
し
て
き
か
2

2
ら

iし
t-
耳に

わ
た
L
d
か
げ
ら
れ
た
り
た
た
b

れ
た
，
し
た
ら
ど
う
し
4
う
・
」

とー‘，心
配
と
不
安
に
M
しつ忘

さ
れ
てLesi、今住
怠
し孟う

と
し
て
k
長
5

2

?

な
令
て
L
・
t
-
t句

Mさ
ん

は

E
な
‘
t
t

『
‘
i
s
か
な
《
て
も
、

、
じ
-
f
・
雨
量
」
て
み

i
z
-
-勿
舞
金
山

L
1
L

Z
E
A
L
聞
か
せ
た

a

I

;

u
t
t
 

で手

ただも
じめられ
て
k

s
E
t
E
Z
L
品

果
に
k
q
て
L
ま
し
た
・
そ
れ
a

ら

z

t

t

i

与
で
し
と
・

Mさ
ん
a
い
じ

め
ら
れ
て
L
る
の
を
HMる
のai‘

e
u
令
と
か
ら
で
r
g
Lじめら

れ
1
2
E
て
"
-
-
E

なかavたnAWi、‘
AqL
a
に

M
さ
ん
を
L
じ
め
て
も
る
孟
'
な

匁
か
し
て
た
a
z
b
な
8
9
た
a

ちで
す
む
M』さ
ん
は
も
つ
も
声

-
Z
が
ど
ん
主
事
で
ド
と
こ
に
あ
q

て
も
!
"
で
も
K
E

平等

品
、
主
Z
-
E
E
と

と
は
q
e
・
7

決められてー、
ま

す。
企ニ
1
0
a

今で'bu
--の
B

E
-
-
の
人
び
と
が
E
h

m綱
-s
・によa緩
み的人砲を

組問篭もれて‘10『駒

Z

Z

2

2

3

 

主
E
E
K
L
E

企a安障にam
るので
す
・

このよ
ラ
な
入
固
め

;

厳
本
的
入
植
を
う
ば
わ
れ
湾

た
た
め
に
お
二
て
‘
る
「

色
・
な
阿
鍾
告
白
悶
凹
問
圃

S
2
4・

同
岡
阿
国
企
は
鯵
別
金

伝，、L同
制
mu・*“m-R

I
主
2

4
け

t

i

l

t

-

-

e
，‘. 

ゐ
も
か
ら
化
も
共
に
健助な阿

民
主
て
E
t
Z
主

の
中
金
つ
〈
る
た
め
に
み
ん
な

Z
S
し
て
Z
Z
E

自
さ
ずに
K
主
、
1
・
H

R
U
そ
れ
がめ、
わ
〈なよう

に
見
て
、
，
し
ら

「
a
t
a
』
?

と
息
。
て
h
た
L
は
必
死
に
陀

怠
L
J
t
E
t
は

、勺もで
-e，
‘
ん
で
し
人
、
先

1
来
て
も

M
Z
T

a

い
て
t
t
t
'z
E
則

之ずに
・

月
四
a
た
q
て
〈
る
と

M
さ

ん
Z
q
官
、
じ
め
た
ラす

る
の
は
危
く
な
句
て
き
た
の
で

わ
た
し
M
少

Lずつ忘れて、

i
し
ら
で
4
2
主
‘

幽
L
g
L
ら
'
1
1
2

1

;

i

f

が

め
‘
て
‘
a
L
氏
、
ぽ
つ
ん
&

M
さんはうっhui‘て、
-Z
L

k
b
t
U
2
9
5
 

t
L
S
t
，
し
た
・

i
j
f
 

z占
骨
ま
ら

-
J
f
f
S
4
e
e
，
a
，
 

e
福
島
t

などです・
社会綾育では
-
B

の中pha
，

〈
残
吻てー、る
・5aη
・ー‘《
z'm

at帽
M晶》なかで'za--，、

e・e-xけてー‘るaEE珊鐘周到企

そ
れ
守
ま
え
て
ー
、
&
一
切
の
不
合

r

i

t

 

-
の
入
。
金
-
z
a
隠
a

私
の
作
HM'
か
ら

3
2
2
 

講

睡

橿

az志
子

舞

E
L
つ
も
て
人
a

t
a
u
-
偏
見
E

れ
よ
う
&
e
る入金二
一面Mの

人

2

t

f

t
号

M
広
か
ら
人
m
t
‘
，
の
は支

え
合
i
t
て
m
e
e

t
E
t
K
L宮
t

正
、
ろ
L
2
2
e

..寄'.....' 
吟
て

L-zす
・

E
Z
E
Z
E
た

し
た
ら
5
i
E
t

• 
-
Z
E
f
〈
む
関
E
W

開
制
e
w
は
寸
ぺ
て
の
市
民

が
2
1
2
・
で
Z
L

存
在
2
R
E
必
E

・R・胃
で
す
・危ぜ色ら
ぱ
g
a

-m刷e
u
じめ

多
〈のめmvて

2
2足
型

td』の

祉会
の中に
凶慣銅
〈司容盛岡9

だ
れ
も
取
り
存
f
s
z

t
f
的
人
里
、
t
F

i
a
さ
れ
て
L
i
s

ま
し
た
9
2

t
づ

〈，
を実行
す
る
に
は
や
は

t
f
f
る
人
間
・をつ

〈AVて、〈のが-
eじ守な

‘
か
な
と
R
A
f

f

=

i

t

A

7

 

1

f

i

t

 

-
て
E
L
-
-
2

2
て
す
・
人
予

倉‘ち
ば
んANB
HV
や
す
ー、だ

ろ
9
企
‘
，
一
』
と
で
昭
人
文

ア
に
L
a
z
し
ら

司剛

E 

a 

;
1
1
1
 

E

Z

z

a

z

E
 

に
危
'
K
い
も
の
で
す
・

ゐ&ι-Rたな‘‘nらで
す
@

と
の関車
をM'
S
に解検する

に
は
子
i
i
老
人

も
す
ぺ
て
の
人
び
と
が
人
惜
の

t鳴きを
g
'
L
ζ
れ
ら
の
-置

F

L

E

E

r

-

L
る

a'
凪

RE，
衰
の
白
書
わ

た
弔
在
t
。
4
5れば

品催。
，信
ん・

-
占友人
@
同刷
-a曹是そ文句

大人の人・が大-e〈-naゎ

J
、
る
株
主
E
・
で
も

調和
・
-
a
略
か
"
葺
で
ある止

め怠兎が各省ぺ由治ら幽
されて

きま
L
た
・

人
事
Z
E
に
つ
、
て

日曾，
T

どもたらa勉碩してi、

る
の
に
子
ど
も
の
室わり
にー‘

て
、
z
t
s
e
t
-

-‘るaav大人kan--πの
-z

，
の
考
え
h
t
u
企
，
に
も
色
り

会事信ん
・

わ
か
閣
で
は
古
‘
書
に
主

2
て
「
E
2
2
ん
な

bt'Lてー、るat号
制

払

Mにけa

田町ー

市匹

j

i

l

i

-

-

を
し
2
ー‘伝名

人にお
Lっ

け
広
め
て
L
る
の
で
ず
・

-
E
弘
た
ら
白
実
・
一関
体

に
t
t
z
の
E
z

-
-
‘
r
a
Z
L
に

し
て
L
&“
‘聞もあ，
，す
・

E
p
i
-
-
』&に

よ
弔
て
E
し
い
賞
考
え
方

5

3

7

5

2

 

f

t

ので
は
R

で
L
B・-，
a.

2

1

e

i

 

「伺
和
綾曹は民主
a

z
s
で
ま
』
と
宵

わ
れ
t
a
t
-
z
a

w
p
』
省
い
て
‘
社
会
a

E
r
E
Z
中

心
と
し
て
喜
L
3
れ

ば
な
ら
な
い
a
4
t

こ
れ
陪
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を

て

E

z

f

T

し
写和
た
住
み
よ
‘
社
会
生
つ

〈
る
こ
と
が
す
べ
て
の
人
・
め

強t剛
ー、
で
あ
る
a
ら
で
?・

訟とち
の
住むこ
の錐舎で

目
告
を
き
る
た
め
に
は

4
2
白
雪
量
し
そ

2
2
る
Z
E
2
・
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農
家
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司
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苦

し

た

織
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一
行
八
人
が

4

月
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-
日
夜
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干

し

i
i
:し

た・
E

a

s

聞

E
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1
奈

良

W
長

需

品

F

E

で

語
れ
て
1
る
の
が
号
車
崎

市
関
係
を
結
ぴ
い
ろ
I

』
ろ
な
様

金
を
蓋
し
て
友
好
を
調
停
め
て
い
さ

ず

J

S

号

車

自

主

し

て
西
安
め
聞
と
名
付
け
中
同
か

ら
の
お
客
さ
ん
を
た
〈
さ
ん
迎
え

て
い
ま

t

f

ぞ

号

E

B

思
に
来
た
よ
う
な
気
停
ち
で
ゆ
司

く
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く
つ
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で
〈
だ
き
、
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僅
か
〈
敏
迎
す
る
と
倹
副
a
e

腿
Z
R
が
『
蘭
a
x
め
皮
U
H
・
世
間
で
あ

る
ま
E
B
れ
る
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主
し
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に
し
て
‘
き
し
た
@
調
、
歴
史
に

支
え
ら
れ
た
酉
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と
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良
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と
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ら
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ば
ら
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、
街
で
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。
そ
し

て
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喜
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a
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車

E
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・

一
』
れ
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A
E
の
た
め
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両
市
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友
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あ
L
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し
た
.

こ
の
あ
左
宙
開
E
の
ー
な

ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
縛
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・
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燈
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械
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械
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蜘
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司
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西
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市
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。
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て
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冒
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熱
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陪
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・
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わ
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。
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・
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潰
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司
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岡
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西
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絶
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込
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T
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縦
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問
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催
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し
て
く

だ
さ

11

-
必
ず
灰
皿
の
f

書

量

う

・
灰
皿
は
・
が
広
〈
底
の
様
、

も
の
喜
多

-
灰
皿
の
痩
h
a
ら
は
本
で
滴
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